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スクールコミュニティとは、小学校を活動の拠点とする新しい地域コミュニティです

子どもたちから感謝の気持ちを込めた寄せ書きをいただきました。
暑い日も雨の日も雪の日もこれからも見守り続ける励みになります。
児童のみなさんありがとう！

馬堀地域子どもの見守り活動

地域では、子どもの安全を確保するため、一定の時間、学校周辺、通学路、公園など子どもが
日常生活において行動する場所にとどまるなどして周辺の子どもを見守る活動をしています。

ストップマーク

子どもたちの飛び出しを防止させる目的で歩道に設置しています。
馬堀小学校の校外委員のみなさんが学区内を調査し、ストップマークの
設置場所を決めています。

おおだこポリス
４つのおやくそく

神奈川県警察では、子どもを犯罪から
守る防犯標語として
「おおだこポリス４つのおやくそく」
を推奨してます。

各町内会の有志の方たち
（約★★名）が交代で見守り

活動をしています。

登下校時には、「子どもの見守りパトロール」
を実施しています。
手作りの地図にストップマークや見守りの
ポイントを表示し、学校内に設置しています。
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横須賀市市民部地域コミュニティ支援課

スクールコミュニティ担当
横須賀市小川町11番地 ℡０４６-８２２-９５１０

横須賀市ＨＰでも
公開しています

地域づくり協議会メンバー紹介

馬堀小学校PTA
蔭山 英明 会長

馬堀小学校PTA会長の蔭山です。地域の皆様には日頃より色々な面でご協力いただき、誠に
ありがとうございます。お蔭様で大きな事件・事故もなく児童は元気に育っています。
馬堀小学校は私の母校ですが、当時と変わらず自然に囲まれた子供たちが育つにはとてもいい

環境だと思っています。この自然環境に加えて地域の皆様のつながりが強く、安心して子供たちが
過ごせる町です。
今年度はコロナ禍ということで、ほとんどの行事を行うことができませんでしたが、

スクコミの方々は会うたびに「子どもたちに何かしてあげたい！」と活動していただき、感謝して
おります。

PTAも時代の流れとともにあるべき形を問われており、活動内容の見直し
等を進めていますが、どのような時代になっても変わってはいけないのは児
童のためにある組織だということだと思います。
児童のために保護者・先生が何をすべきか？何ができるか？

そしてその先にあるのが、地域や行政との連携だと思っています。
その形が、このスクールコミュニティであり、

もしかしたら将来のPTAのあるべき姿なのかもしれません。
幸い馬堀小学校区はこの風土ができていますが、さらにご参加してくださ

る方を増やし、より強固なコミュニティになるよう協力させていただきたい
と考えております。引き続きご協力賜りますようよろしくお願いいたします。

これは何という公園の写真でしょう？
（答えは裏ページの左下）

【どんど焼き】とは、各家庭の正月飾りや子供たちの
書初めなどを焼いてもらうことができる行事です。

この行事には諸説ありますが、
今ではご近所や地域の方が顔を合わせることができる
貴重な機会となっています。
豪快な炎の前で、ご近所同志、お互いこの1年の

無事や息災を願いたいものですね。
（例年は子どもたちがこの火でスルメを焼くそうです）


